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図
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俊

照

一
 
問
題
の
所
在

三
部
字
輪
観
は
古
く
か
ら
天
台
宗

・
真
言
宗
と
も
に
三
部
四
処
輪
観

(
1
)

と
別
称
す
る
が
、
そ
の
所
説
は

『
大
日
経
』
第
五
、
字
輪
品
第
十
に
よ

る
。
こ
の
所
説
に
も
と
つ
く
布
字
図
は
、
三
部
字
輪
を
主
体
と
す
る
。

す
な
わ
ち
仏
部

・
蓮
花
部

・
金
剛
部
の
三
部

の
種
子
ア
、
サ
、
ヴ
ァ
を

観
想
す
る
た
め
に
墨
書
ま
た
は
朱
字
で
字
輪
を
描
く
。
こ
れ
は
主
と
し

て
法
身
大

日
如
来
の
大
定

・
大
悲

・
大
智
と
同
体

で
あ
る
サ

マ
ー
ジ

(三
摩
地
)
を
体
現
す
る
た
め
の
法
具

(観
行
の
図
)
と
し
て
記
録
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
(
1
)
布
字
図
と
(
2
)
図
像
が
伝
承
さ
れ
る
が
、

図
像
は
新

し
く
発
見
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。
本
稿
で
は
(
2
)
の
新
出
に
よ

つ
て
、

わ
が
国
に
お
け
る
大
日
経

・
字
輪
品
の
展
開
が
、
究
極
に
は
布

字
図
だ
け

で
は
な
く
図
像
を
と
も
な
つ
て
成
立
し
て
い
た
事
実
を
つ
き

と
め
よ
う
と
す
る
。

二

布
字
図
の
解
釈

布
字
は
三
部
の
真
言

ア

(
a)
、
サ

(
s
a
)
、
ヴ
ァ
(
v
a)の
梵
字

(
三
字
)

に
牙
声

力

(
k
a)
の
二
十
字
に
遍

口
声
ヤ

(
y
a)
を
加

え
て
、
帰
命

の

句
を
冠
し
な
が
ら
念
諦
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
字
輪
は
、
額

・
喉

・
心

・

濟
の
四
処
に
観
じ
、
そ
れ
は
発
心

・
修
行

・
菩
提

・
浬
契
の
意
を
表
象

す
る
。
こ
の
意
の
も
と
に
各

々
の
梵
字
を
み
る
と
、
発
心
は
無
点
の
字

輪
、
修
行
は
ア
ー

(
a)
点
の
字
輪
、
菩
提

は

ア

ン

(
a
m)
点

の
字
輪

を
、
最
終
的
な
浬
墾
に
は
ア
ッ
ハ

(
a
h)点
を
観
ず
る
よ
う
指
示
が
あ

る
。
こ
う
し
て
観
想
化
さ
れ
た
梵
字
は
数
重
の
字
輪
を
と
も
な

つ
て
図

解
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
法
身
と
の
係
わ
り
あ
い
が
重
視

さ
れ
る
三
密
加
持
の
展
開
も
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で

は
布
字
図
に
と
も
な
う
図
像
学
上
の
要
因
を
見
き
わ
め
る
だ
け
に
と
ど

(
2
)

め
た
い
。

布
字
の
字
輪
は
生
の
意
味
で
、
使
用
す
る
悉
曇
の
字
母
も
各
諸
字
を

転
生
す
る
の
で
そ
う
呼
称
す
る
。
布
字
を
主
体
と
し
た
三
部
四
処
輪
観

に
つ
い
て
は
既
に
概
要
が
あ
る
。
そ
の
目
的
は
個

々
の
経
過
に
お
い
て

微
妙
な
次
元
で
異
な
る
が
、
究
極
的
に
は
大
日
如
来
の
身
光
を
観
ず
る

こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち

「此
四
徳
円
具
し
て
終
り
に
方
便
究
意
を
成

ず

一
切
処
に
観
ず
る
位
こ
れ
な
り
。
ま
た
字
輪

を
観
ず
る
時
輪
よ
り
光
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晦
を
放

つ
、
こ
の
光
明
に
照
ら
さ
る

も
の
は
悉
く
罪
障
を
消
滅
す
。

字
輪
は
三
部
の
真
言
心
た
る
阿

・
娑

・
囎
の
三
字
お
よ
び
五
類
声
中
に

等
分
声

五
字
を
除
く
二
十
字
お
よ
び
遍
口
声
中
に
当
体
重
の
濫
字
を
除

(3
)

(
4
)

け
る
九
字

よ
り
な
る
。
」
こ
の
字
輪
観
を
百
光
遍
照
王
の
観
に
比
較
す

る
な
ら

ば
、
三
部
字
輪
観
は
行
徳
を
表
示
し
百
光
王
は
果
徳
を
表
示
す

る
。
そ
し

て
究
極
的
に
は
大
日
如
来
の
頭
光
を
観
ず
る
こ
と
に
な
る
。

(
5
)

以
上
の
よ
う
に
布
字
図
は
、
そ
れ
ぞ
れ
観
想
を
介
在
さ
せ
て
、

三
部
字
輪
観
↓
身
光

百
光
遍
照
王
↓
頭
光

と
法
身

の
全
体
像
を
組
み
た
て
る
。
こ
れ
は
新
し
い
も
の
で
は
覚
千
が

記
録
し
た

『
自
在
金
剛
集
』
第
五
の

「
四
処
輪
布
字
法
」
に
そ
の
用
法

(
6
)

が
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
次
第
を
順
に
み
て
ゆ
く
と
発
心
の
額

と
は
、
「
第

一
眉
間
発
心
輪
」
(大
日
仏
、
第
三
四
、
一
九
一
b
)
と
あ
り
眉

間
で
あ
る
。
こ
れ
は
古
く
は
覚
超

(九
六
〇
-

一
〇
三
四
)
の

『
三
密
抄

料
簡
』
に
み
え
る
も
の
で

「
三
密
抄
料
簡
云
。
頭
為
二
阿
字
位

一眉
間
白

豪
処
最
中
置
二
阿
字

ー
。
其阿
字
外
正
直
当
二干
両
眉
之
間
一
。與
レ阿
相
対

(
7
)

先
観
二迦
字
ー
。次
ヒ
右
旋
観
布
文
」
と
い
う
。
布
字
の
後
は
菩

提

心
真

言
を
諦
し

こ
れ
を
加
持
す
る
。

こ
の
加
持
を
含
め
た
三
密
行
の
行
為
を

前
提
に
し
た
場
合
、
字
輪
観
の
図
解
化
は
様

々
な
意
味
を
伴
な

つ
て
く

る
。
む
ろ
ん
内
心
で
は
真
理
法
界

(又
は
法
界
法
身
)
の
立
場
と
修
行
者

と
し
て
の
自
己
と
が
自
身
の
中
で
対
立
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

そ
の
よ

う
な
揚
合
、
眼
前
の
字
輪
、
念
ず
べ
き
字
輪
は
自
己
の
中
に
入
り
こ
ん

で
、
本
尊
の
意
密
と
行
者
の
意
業
が
融
合
不
二
と
な
る
よ
う
表
象
化
さ

れ
る
。
行
者
が
法
界
法
身
を
本
尊
と
し
て
仰
き
、
常
に
そ
れ
を
礼
拝
し

供
養
す
る
立
揚
を
と
る
な
ら
ば
、
字
輪
観
の
中
に
お
い
て
も
行
者
の
意

業
が
活
動
す
る
。
し
か
し
実
修
の
段
階
で
は

「
本
尊
の
三
密
と
行
者
の

(
8
)

三
密
と
平
等
法
界
を
自
謹
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
観
想
を

組
み
た
て
る
次
元
で
、
字
門
布
列
の
描
写
を
前
提
に
し
な
が
ら
何
度
も

本
尊
に
近
づ
こ
う
と
す
る
行
者
の
側
の
発
想
で
あ
る
。
自
讃
と
は
胎
蔵

五
仏
の
種
子
な
ら
ば
、
通
観
本
有
五
大
の
字
を
、
文
字
の
内
に
向
う
よ

う
配
列
す
る
こ
と
で
あ
る

(『別
行
秘
記
』
六
)
。
い
う
ま
で
も
な
く
字
輪

観
は
、
入
我

々
入
観
、
正
念
諦
と
と
も
に
三
業
を
本
尊
に
同
化
さ
せ
る

こ
と
が
目
的
で
あ
る
か
ら
、
布
字
図
の
必
要
性
は

『
大
日
経
』
字
輪
品

の
成
立
と
同
時
に
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
略
図
の
よ
う
な
も
の
は
同

品
が
説
く
、
仏
、
蓮
、
金
の
三
部
の
種
子
と
、

こ
れ
を
周
匝
す
る
悉
曇

の
体
文

(父
音
)
三
十
五
字
の
う
ち
鼻
音
の
五
字
と
、
重
体

の
ラ

ン
の

六
字
を
除
い
て
二
十
九
字
を
布
置
す
る
こ
と
が
所
説
の
中
に
あ
る
。
む

ろ
ん
所
説
に
は
図
解
を
可
能
に
し
う
る
方
法

(
布
字
輪
の
位
置
、
順
序
)

が
既
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
字
輪
品
の
翻
訳
直
後
に
布
字
図
が
出

来
る
可
能
性
も
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
字
輪
品
の
う
ち

四
処
輪
は
四
徳
を
満
ず
る
義
を
も
ち
、

そ
の
四
徳
を
円
具
、
終
究
的

に
は
方
便
究
意
を
成
ず
る

一
切
の
場
所
に
観
想

の
基
点
を
置
く
。
四
処

は
こ
れ
を
基
点
と
し
て
広
が
り
、
字
輪
を
観
ず
る
時
輪
よ
り
光
明
を
発

す
。
先
述
し
た
身
光

の
成
就
が
こ
こ
に
あ
る
。

四
処
輪
に
つ
い
て
は
天

三
部
字
輪
観
図
像
の
成
立
く
真

鍋
)

四
五
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四
六

台
系
の
口
決
で
覚
超
が
著
し
た

『
胎
蔵
三
密
抄
』
に

「
四
処
輪
玄
法
三

巻
軌
。

此
題
云
転
字
輪
入
八
曼
茶
羅
品
。
摂
大
儀
軌
題
云
大
悲
胎
蔵
転

字
輪
成

三
貌
三
仏
陀
入
八
秘
密
六
月
成
就
儀
軌
」
(大
正
蔵
、
第
七
五
巻
、

六
二
一
c
)
と
い
う
。

こ
こ
で
は

『
玄
法
寺
軌
』
の
系
統
を
引
き
な
が

ら
、
四
処
輪
と
転
字
輪
入
八
曼
茶
羅
品
か
ら
の
依
用
で
あ
る
こ
と
を
示

唆
し
て

い
る
。
こ
の
場
合
の
四
処
は

「眉
間
咽
心
騰
」
(同
、
1
0
1)
と

同
じ
で
あ
る
が
、
「初
行
果
円
寂
。
方
便

一
切
処
。
身
外
如

光
焔
」

(同
、
11
1
2

)
と
身
体
中
に
光
り
を
放
ち
、
伊
等
の
十
二
字
を
外

へ

散
布
す
る
と
こ
ろ
が
表
現
形
式
と
し
て
は
詳
し
い
。
こ
の
こ
と
は
四
処

輪
旦
現

の
際
に
引
い
た

『
玄
法
寺
軌
』
を
底
本
の

一
部
と
み
な
し
た
覚

超
が
、

身
光
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
さ
ら
に
同
師
の

『
三
密

抄
料
簡
』
下
巻
に
詳
説
す
る
四
輪
布
字
法
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
四
処
輪

の
布
字

は
、
三
密
加
持
か
ら
展
じ
た
除
障

の
意
味
づ
け
が
あ
つ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
数
珠
法
、
加
持
数
珠
法
、

四
種
念
諦
、
五
輪
異

名
、
十

二
宮
等
の
問
答
を
行

い
、
最
後

に
顕
密
劣

観
、
除
障
論
を
説

く
。
こ
の
除
障
に
つ
い
て
覚
超
は
、
三
密
加
持
の
真
言
に
は
お
よ
ば
ず

と
述
べ
、
な
お

「除
障
之
勝
術
は
三
密
の
教
門
」
と
い
う
所
説
を
基
点

に
お
く

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
た
だ
こ
の
勝
術
を
う
な
が
す
勝
身
の

前
提
条
件
が
必
要
で
あ
る
。
三
部
輪
観
図
そ
の
も
の
か
ら
み
れ
ば
四
処

輪
は
図
像
化
の
一
歩
に
手
前
に
あ
り
、
全
身
の
三
昧
耶
と
も
解
釈
で
き

る
。
金
剛
界
の
好
例
は

『
自
在
金
剛
集
』
第
五

の

「勝
身
三
昧
耶
印

記
」
に

い
う

「
勝
身
ト
ハ
自
受
報
ナ
リ
。
三
昧
耶
ト
ハ
法
身

ナ
リ
。」

(大
日
仏
、
第
二
一
四
、
一
九
一
a
)
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
円
行
が
恵
果

か
ら
う
け
た
結
印
か
ら
の
発
想

(同
、
一
九
〇
b
)
で
あ

つ
て
、
「
此

ノ

印
前
ノ
三
昧
耶
形

ヲ
変
ジ
テ
以
テ
仏
形

ト
為

ス
」
(同
、
一
九
一
a
)
と

仏
形
を
想
定
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
そ
の
か
た
ち
を

「
理
智
身

理
智
法
身
」
と
名
付
け
な
が
ら
、
印
相
を
基
調

と
し
て
仏
形
を
シ
ン
ボ

ル
化
す
る
。
つ
ま
り
、

こ
こ
で
は
変
異
の
可
能
性
を
秘
め
た
仏
身
の
規

定
の
し
か
た
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
印
相
は
い
う
ま
で
も

ノ

ニ

ト

な
く

「
住
二
此
形
中
一名
二自
受
用
報
身

一」
(同
、

一
九
一
a
)
と
あ
る
よ

う
に
、
所
説
に
も
と
つ
く
も
の
は
冥
合
の
印
で
あ
る
。
む
ろ
ん
報
身
は

三
身
の
う
ち
仏
を
実
践
面
の
行
の
中
か
ら
と
ら
え
た
報
い
の
仏
身
で
あ

る
。
法
身
は
仏
の
本
身
で
あ
る
法
を
さ
す
。
か
た
ち
と
し
て
は
前
者
が

情
景
描
写
を
と
も
な
う
場
合
が
あ
り
、
後
者
は
三
昧
耶
な
ど
抽
象
的
な

観
念
の
描
写
を
と
も
な
う
。
そ
の
観
念
的
な
表
現
を
重
視
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
印
相
と
の
関
係
は
強
力
な
意
味
を
も

つ
。

そ
の
法
身
に
布
字
法
を
組
み
た
て
た
も
の
が

天
養
元
年

(
二
四
四
)

(
9
)

写
の

『
法
身
三
密
観
図
』
(石
山
寺
蔵
)
で
あ
る
。
「
天
養
元
年
六
月

二

テ

ニ

テ

ノ

ヲ

ヒ

ヲ

シ

ヌ

十
七
日
於
二光
明
山
草
庵
一以
二未
刻
一拭
レ
汗
書
写
了

経
雅
」
と
奥
書

が
あ
り
光
明
山
か
ら
伝
承
さ
れ
た
経
雅
本
で
あ

る
。
こ
れ
に
は
大
永
五

年

(
一
五
二
五
)
写
の
金
剛
三
昧
院
本
や
桜
池
院

本
が
あ

る
が
、
原
本

が
空
海

の
著
作
か
ど
う
か
古
来
か
ら
真
偽
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
本

(
1
0
)

文
中
、

別
本
の
部
分
は
と
も
か
く
と
し
て
法
身

の
字
輪
観
図
は

『
性
霊

(
1
1
)

集
』
第
三
の

「
用
図
」
に
該
当
す
る
訳
図
と
解
釈
し
て
よ
い
。
図
は
三
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つ
あ
り
、

と
も
に
三
重
の
同
心
円
で
最
外

の
周
を
各
々
四
十
に
分

け

る
。
申

の
文
意
は

『大
聖
文
殊
師
利
菩
薩
讃
仏
法
身
礼
』
の
四
十

一
頗

よ
り
引

い
た
も
の
で
、
最
外
の
円
は
第

一
頗
第

一
句

「無
色
無
形
相
」

(大
正
蔵
、
第
二
〇
巻
、
九
三
七
a
)
を
身
密
観
、
第
二
句

「
無
根
無
住
処
」

(同
)
を
語
密
観
、
第
三
句

「
不
生
不
滅
故
」
(同
)
を
意
密
観
と
し
て
右

廻
り
に
記
入
す
る
。
第
二
重
円
は
第
四
十

一
頽
目
の

「
一
切
平
等
礼
無

礼
無
不
礼

一
礼
遍
含
識
同
帰
実
相
体
」
(同
)
を
同
じ
く
右

廻
り
に
配

す
。
内
側
の
円
に
は
阿

(
a)
、娑

(
s
a
)
、縛

(
v
a
h
)を

蓮
台
上
に
置
く

が
、
石
山
寺
蔵
本
の
よ
う
に

「娑
」
の
梵
字
を
天
地
逆
に
し
て
書
く
場

合
も
あ

る
。
梵
字
の
周
囲
に
は
八
葉
の
蓮
弁
を
描
写
す
る
の
が
通
例
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
法
身
を
対
象
に
三
密
観
を
具
現
化
す
る
略
図
が
現

存
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
構
想
は

「
四
十
行
の
頒
、

一
行
ご
と
に

四
句
あ
り
上
の
三
句
を
以

つ
て
三
密
に
配
す
。
下
の

一
句
は
皆
、
敬
礼

無
所
観

と
い
う
。
四
十
行
倶
に
同

一
言
な
り
、
故
に
図
中
に
之
を
挙
げ

し
ば
ら

ず
。
蓋
し
、
敬
礼
は
心
に
在
る
が
故
な
ら
ん
。
其
の
制
且
く
円
図
に
就

て
之
を
云
わ
ば
、
三
の
円
相
あ
り
、
以
つ
て
三
密
の
図
と
な
す
。
横
に

四
十
行

の
第

一
の
四
十
句
を
取
つ
て
右
行
の

一
の
円
画
の
中
に
並
べ
安

じ
、
身
密
の
礼
の
図
と
な
す
。
之
を
読
む
に
循
環
転
釈
し
て
文
旨
鉤
鎖

し
、
義
理
幽
遽
あ
り
。
宛
も
喩
伽
の
中
の
字
輪
観
の
如
し
。
又
横
に
第

二
の
四
十
句
を
取
り
、
右
行
に

一
の
円
画
の
中
に
並
べ
布
く
。

口
密

の

礼
の
図

と
あ
る
。
又
横
に
第
三
の
四
十
句
を
取

つ
て
右
行
に

一
の
円
画

の
中
に
並
べ
置
く
。
意
密
の
礼
の
図
と
な
る
。
円
図
三
に
し
て
成
る
。

一
句
ご
と
に

一
礼
三
あ
り
。
四
に
乗
じ
て

一
百
二
十
礼
と
な
る
。
方
図

も
当
に
潅
知
す
べ
し
。
然
も
図
後
に
曰
く
、
三
密
は
即
ち
三
部
な
り
。

三
部
と
は
仏

・
蓮

・
金
な
り
。
即
ち
大
悲
胎
蔵
に
お
い
て
円
壇
の
諸
尊

を
摂
尽
す
と
云
え
り
。
」
(『便
蒙
』)
に
も
あ

り
、
『
性
霊
集
』
に
い
う

い
ち
は
く
に
じ

ゆ
う

ら
い

「
方
円
二
図
」
を
作
つ
て
義
註
を
撰
し
た
と
い
う
。
「
一
百

廿

の
礼
」

と
は

『
大
聖
文
殊
師
利
菩
薩
讃
仏
法
身
礼
』
中

に
出
る
第
四
句
敬
礼
無

所
観
を
い
う
。
名
称
は
こ
れ
を
省
略
し
た
も
の
が

一
二
〇
句
な
の
で
、

そ
う
呼
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
三
部
は
、
「大
悲
胎
蔵

の
円
壇

の
諸
尊
を
摂
尽
す
」
と
い
う
よ
う
に
像
を
出
現
さ
せ
る
要
素
を
と
も
な

つ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
う
し
た
布
字
化
を
前
提
に
し
た
場
合
、

法
身
の
分
析
と
そ
れ
に
と
も
な
う
図
像
化
も
可
能
で
は
な
か
つ
た
か
と

思
わ
れ
る
。
三

図
像
の
成
立

従
来
、
三
部
字
輪
観
に
は
布
字
図
し
か
知
ら

れ
て
い
な
か
つ
た
。
し

(
1
2
)

か
し
図
像
が
現
存
す
る
。
そ
れ
は

「
三
部
四
処
字
輪
観
図
」
(南
北
朝
時

代
)
と
呼
称
し
、
紙
本
墨
画

(た
て
八
八
・
五
、
よ
こ
六
四
・
五
セ
ン
チ
)
の

掛
幅
装
で
あ
る
。
本
図
は
も
と
称
名
寺
の
聖
教

と
し
て
伝
承
さ
れ
た
も

の
で
、
全
図
は
四
枚
の
紙
継
ぎ
の
上
に
流
麗
な
白
描
図
像
を
え
が
く
。

宝
冠
の
大
日
如
来

(胎
蔵
界
)
で
、
禅
定
印
を
結
び
蓮
華
座
上
に
結
珈

跣
座
し
、
長
髪
を
両
肩
ま
で
垂
ら
す
。
像
の
上
か
ら
朱
色
の
三
重
円
を

頭
、

心
、
咽
、
騰
の
四
ケ
所
、
横
列
に
三
輪
つ

つ
配
す
。
計
十
二
輪
の

種
子
は
朱
色
で
あ
る
が
、
面
部
下
に
は
淡
い
墨
線
が
み
ら
れ
る
。
種
子

三
部
字
輪
観
図
像

の
成
立

(
真

鍋
)

四
七

-571-



三
部
字
輪
観
図
像

の
成
立
 
(
真

鍋
)
 

四
八

は
上
段
中
央
の
眉
間
に
阿

(
a)
、
そ
の
第
二
重
円
に
は
父
音
の
迦
以
下

二
十
八
字
を
書
く
。
右
側
は
娑

(
s
a
)
は
第
二
重
円
に
二
十
字
、
第

三

重
円
に
七
字
を
書
く
。
左
側
は
縛

(
v
a)は
第
二
重
円
に
五
字
の
み
書

き
、
第
三
重
円
は
空
白
。
中
段
申
央
の
咽
に
阿
長
韻
(
a)
、
そ
の
第
二
重

円
に
は
長
韻
で
二
十
字
、
第
三
重
円
に
は
八
字
の
み
を
書
く
。

こ
の
字

数
は
右
側
、
左
側
と
も
同
じ
。
下
段
中
央
の
心
に
暗

(
a
m)
、
そ

の
第

二
、
三
重
円
は
省
略
し
て
空
白
。
最
下
段
中
央
の
贋
に
晒
心
(
a
h)
、そ
の

第
二
、

三
重
は
省
略
し
て
空
白
。
以
上
の
よ
う
に
図
像
と
字
輪
観
が

一

体
と
な

つ
て
作
画
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
実
を
み
る
と
既
に
述
説
し
て

き
た
よ
う
に
布
字
図
と
法
身
を
同
次
元
に
位
置
づ
け
る
考
え
か
た
が
、

こ
の
白
描
図
像
を
考
案
す
る
以
前
に
あ
つ
た
と
解
釈

せ
ざ

る
を

え
な

い
。
た
し
か
に
三
部
字
輪
観
の
真
言
を
口
諦
す
る
立
場
は
、
今
日
で
も

(
1
3
)

延
命
院
元
呆
の
私
記
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し

「
り
ん
く
わ
ん
」
と
い
う
言
葉
が
金
沢
文
庫
古
文
書
や
満
済
准
后
日
記

に
引
用
さ
れ
て
い
る
例
を
考
る
と
、
口
諦
を
重
視
し
な
が
ら
も
布
字
図

以
上
の
、
図
像
が
作
画
さ
れ
た
可
能
性
が
他
に
も
あ
る
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
。
本
図
の
描
線
を
み
る
と
宅
間
系
の
運
筆
で
あ
る
こ
と
は
、
称
名

寺
に
現
存
す
る
他
の
遺
品
に
よ
つ
て
も
裏
づ
け
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
こ

こ
で
大
事
な
こ
と
は
三
部
字
輪
観
が
身
光
を
基
盤
に
し
て
成
り
立
つ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
を
考
え
れ
ば
、
本
図
は
描
写
力
よ
り
教
理

が
先
行
し

て
成
り
立
つ
た
図
像
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
教
理
に

臆
覚
嚢
以
降
、
急
速
に
高
ま
つ
た
五
輪
と
の
係
わ
り
あ
い
を
み
な
お
す

必
要
が
あ
る
。
む
ろ
ん
覚
鍍
に
も

「興
教
大
師
御
作
目
録
云
。
法
身
礼

図

一
巻
方
円
二
図
」
(石
山
寺
本
)
と
伝
が
あ
る
よ
う
に

『
法
身
三
密
観

図
』
と
の
関
係
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
持
明
房
に
よ
れ
ば
、
三
部
字

輪
観
は
布
字
す
る
身
体
の
中
に
曼
茶
羅
身
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

『
三
部
四
処
輪
布
字
法
。
持
明
房
決
云
。
布
字
謂
法
界
曼
茶
羅
身
成
。
」

(『
胎
記
諸
会
末
』
大
正
図
、
第
八
巻
、
一
三
六
c
)
と
い
う
よ
う

に
持
明

房
真
誉

(-
一
一
三
七
)
の
口
決
に
は
、
図
像
化

に
つ
な
が
る
伝
承
が
潜

ん
で
い
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
十

五
尊

の
図
像
す
な

わ
ち

「観
レ
身
如
二
仏
形

一」
あ
る
い
は

「
こ
れ
全
身
先
ず
仏
身
と
な
る
な
り
、

之
を
理
法
身
と
す
。
」
と
い
う

『
喩
砥
経
』
所
説

の

「十
五
尊
布
字
住

所
」
(称
名
寺
蔵
、
二
九
七
函
)
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
金
剛
薩

唾
の
尊
容
に
本
有
胎
蔵
法
界
定
印
を
示
す
図
像

で
、
慈
猛
意
教
流
頼
中(1
4
)

の
相
承
で
あ
る
。
む
ろ
ん
金
剛
界
は
曼
茶
羅
観

を
重
視
し
た
の
で
口
密

で
あ
る
。

結
び
と
し
て
こ
の
図
像
が
宅
間
系

の
も

の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述

べ

た
。

こ
の
宅
間
系
と
は
高
山
寺
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
た
絵
仏
帥
で
あ

る
が
、
高
山
寺
関
係
者
に
三
部
字
輪
観
関
係
書
を
写
し
た
僧
が
い
た
か

ど
う
か
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
以
前
、
『
法
身
三
密

観
図
』
を
高
野
山
月

上
院
の
玄
証
が
書
写
し
た
こ
と
が
あ
る
。
,こ
れ
は
高
野
山
の
桜
池
院
蔵

本
の
奥
書

「承
安
三
年
五
月
十

一
日
書
写
此
校
了

高
野
山
月
上
院
玄

証
」
「
丁
酉
歳
仲
夏
二
十

一
日

常
喜
院
心
覚
宰
相
阿
閣
梨
御
房
本
校

点
了
し
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
れ
は
承
安
三
年

(
一
一
七
三
)
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と

い
う
。

玄

証

は
後

に
高

山
寺

に
住

ん

で
多

く

の
図

像

を
残

し

た
。

玄

証

は
恐

ら

く

三
密

観

図

の
書

写

だ

け

に

は

と

ど
ま

ら

な

か

つ
た

の

で
は

あ

る
ま

い
か
。

そ

の
模

本

が

宅

間

系

の
手

に

入

つ
た

と

し

て

も

決

し

て

不

思

議

で
は

な

い
。

さ

ら

に
三

密

観

図
を

図

像

の
収

集

と

し

て

著

名

な

心

覚

が

写

し

て

い
た

と

な

る

と

な

お

さ
ら

で
あ

る
。

い
ず

れ

に

せ

よ
、

三

部

字
輪

観

の
図
像

は
身

光

と

布

字

の
関

係

で
先
ず

成

り
立

ち
、

曼
茶

羅
身

を
強

調

す

る
次

元

で
図

像

化

の
構

想

が

且

体

化

し

た

と

み

ら

れ

る
。

そ

の
時
期

は
遅

く

と
も

鎌
倉

時

代

の
前

半

で
あ

る
。

1

大
正
蔵
、
第

一
八
巻
、

三
〇

b
-
c
。
ま
た
字
輪

建
立
の
構
想

等
に

つ

い
て
は
、『
大

日
経
疏
』
第

一
四
、
「
次
明
字
輪

品
」
第

十

(
大

正
蔵
、

第

三
九
巻
、
七
二
二

c
-
七
二
五
b
)
を
参
照
。

普
遍
的

な
も
の
で
は
、
『
胎

蔵
界
念
諦
次
第
』

の
秘
密
道
場
分

に
出
る
。

2

高
井
隆
秀

「
真
言
密
教

に
お
け
る
観
行
に

つ
い
て
」

(『
仏
教

に
お
け
る

行
の
問
題
』
所
収
、

二

一
六
-

七
頁
。
)
加
持
成
仏

は
三
密
喩

伽

の

と

き

本
尊
身

を
現
じ

て
仏

に
な
る
。

こ
の
三
摩

地
か
ら
の
発
想

と
ま
た
真
言
密

教

の
基
本
的
な
立
場
、

本
有
本
覚

の
法
門

に
お
い
て
、
仏
が
仏

に
な
る
と

い
う
前
提
に
た

つ
な
ら
ば
、

布
字
図
は
平
安
時
代
後
期

か
ら
鎌
倉
時
代
初

期

に
か
け

て
百
光
遍
照
図
と
同
時
に
作
図

さ
れ
て
い
た
も
の
が
、

時
代

が

降
る
に

つ
れ
て
次
第

に
分
離

さ
れ
て
く
る
。

3

那
須
政
隆

「
密
教

に
お
け
る
真
理
観

の
諸

形

態
」

(
『
仏

教

の
根

本

真

理
』

所
収
、

六
四
五
-

六
四
七
頁
。
)
『
密
教
大
辞
典
』
八
二
二
頁
、

三
部

字
輪
観

の
項
。

そ
の
他

に
次

の
資
料

が
あ
る
。

「
百
光
遍
照
布
字
図
」
(
持
明
院
本
)

一
紙

与
謝
郡
九
鬼
山
西
光
寺
大
疏
諸
伝
之
日
以
能
化
等
空
師

之
御
本

写
得
為
了

芯

鯛
律
開

百
字
輪
」
(
朱
線

で
大
日
如
来

を
描
き
、

身
体
お

よ

び
周

辺

に
梵
字

を
配
す
)

他
に
別
本

「
三
部
四
処
輪
百
光
遍
照

示

座

図
」
(
金

剛

三
昧
院
本
、

表
紙

と
も
七
紙
)
あ
り
。

4
(
1
)布
字
図

の
各
本

は
次

の
と
お
り
。

「
三
部
四
処
輪
井
百

光

遍

照

図
」

中

(
三
宝
院
蔵
書
)
仏
子
寿
雄

(
五
紙
)
第

一
輪
、

第

二
輪
、

第
三
輪
、

第

四
輪
、

(
紙

に
墨

で
字
輪
を
か
く
、
字

は
梵
字
)

〔奥

書
〕
「
亨

徳

四

年

己
亥

五
月
十
八
日
於
高
野
山
如
意
輪
寺
宥
勢
法
印
之
御
本
書
写
畢

金
剛

仏
子
実
盛
生
年
廿
三
、

明
暦
六
年
、

元
禄
十
四
年
、

元
文
二
年
、

安
永
七

年
、

亨
和
元
年
、

文
化
九
壬
申
十
月
七
日
以
見
人
本
校
合
了

俊
雄
」

(
2
)「
三
部
四
処
輪
百
字
輪
百
光
遍
照
」

(
光
台
院
本
)
芯
駕
律
厳

(
表
紙

と
も
六
紙
)
字

輪
九
個
、

(
梵
字

の
み
字
輪
)
。

〔奥
書
〕
「
文
化
五
歳
以
戊
辰
天
中
夏
七
日
於
丹
後
国
」

〔奥
書
〕
「
三
宝
院
憲
深
流

南
部
東
大
寺
新
禅
院
経
蔵

以
御

本
写
憲
深

僧

正
御
自
筆

第
六
之
伝
本
也

朝
意

順
良
房

五
十
九
歳

在
判

長
精
書
写
畢
」

5

『
大
疏
演
奥
砂
』

四
十
七
、
『
胎
蔵
対
受
記
』
五
。

6

大
日
仏
、
第

三
四
、

一
九

一
a
-
二
〇
〇
b
。

覚
千

(
一
七
五
六
-

一

テ

ヲ

ス

ノ

ノ

八
〇
六
)

と
は

「
寛
政
二
年

十
月
以
二
西
塔
院
大
仙
観
公
之
本
一
写

此
本

ノ

ニ

ノ

布
法
前
本
妙
法
院

本
所
謂

三
部

総
合
布

字

也

山

沙

門

覚

千
誌

」
に

み

え
、

布
字
が
三
部

(
ア
、
サ
、

ヴ

ァ
)

の
総
合
的
な
表
象
で
あ
る

こ
と
を

認
め

て
い
る
。

こ

の
布
字
法

の
原
本

は

「
此

ノ
布
字
法

口
決

一
本
者
。

原

妙
法
院
庫
之
本

也
」
(
同
、

一
九

七

a
)

と
あ
る
ご
と
く
、
妙

法

院

の
抄

本

で
あ
る
。
覚

千

の
自
筆
本
は
、
寛
永
寺

に

「
寛
永
寿
子
院
現
住
法
脈
記

涼
泉
院
覚
同
法
脈
」
(
も
と
二
十
巻
)

が
九
巻
残

つ
て
い
る
。

7

大
正
図
、
第

八
巻
、

一
三
七

a
。

三
部
字
輪
観
図
像

の
成
立
 
(
真

鍋
)
 

四
九
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三
部
字
輪
観
図
像

の
成
立
 
(真

鍋
)
 

五
〇

8

註

3
同
書
、

六
三
六
頁
。

9

大

正
図
、

第
十

二
巻
、

二
-
七
頁
。

『
弘
法
大
師

全

集
』
第

四
巻
、

八

三
九
-
八
五
二
頁
。

10

智
山

の
運
倣

は
開
匝
編
辮
疑
附

「
三
密
観
緋
疑
」

に
て
真
言
宗
義

の
部

分

を
偽
作
と
す
る
。
(『
弘
法
大
師
全
集
』
第
四
巻
八
五

一
頁
)
。
吉
祥

真

雄
氏

も
同
じ
説

(
『
仏
解
』
第
巻
、

一
〇
六
頁
)
。
運
徹

の
擬
し
か
た
は
信

慧
性

に
乏
し
い
と
い
う
。
高

木
諦
元

「
空
海

と
最
澄

の
交
友
に

つ
い
て
」

(
高
野
山
大
学
論
叢
、

第
二
巻
、

一
四
頁
)
。

11

『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
第

七

一
巻
、

二

一
六
頁
お
よ

び
五
〇

〇
頁

に

お
け

る
宮
坂
宥
勝
博
士
の
註
。

12

称
名
寺
蔵

・
神
奈
川
県

立
金
沢
文
庫
保
管
。
『
金
沢
文
庫
図
録
』
(
絵
画

編

)

一
二
四
頁

に
有
賀
祥
隆
氏

が
解
説
を
よ
せ

て
い
る
が
、

百
光
遍
照
図

と

の
関
係
は
述

べ
て
い
な
い
。

し
か
し
二
九
三
函

に

「
三
部
四
処
輪
井

百

光
遍
照
図
」

が
あ
り
、
ま
た
禅
海
手
択
本

「
百

光

遍

照
図
」
(
同
、

二
九

七
函
)

が
あ
る
よ
う
に
、

こ
の
絵

は
も
と
も
と
百
光
遍
照
を
前
提

に
し
て

図
像
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
百
光
遍
照
王

に
つ
い
て
は
酒
井
真
典

『
百
光
遍
照
王

の
解
明
』

を
参
照
。

13

栂
尾
祥
雲

『
秘
密
事
相

の
研
究
』
四

一
九
-

二
〇
頁
。

三
部
字
輪
観

の

付
属

の
も
の
と
し
て
鼻
音
字
輪
観
を
あ
げ
る
。

こ
の
四
処
観
は
、

醍
醐
延

命
院

元
果

『
胎
蔵
界
念
諦
私
記
』
に
よ
れ
ば
菩
提
心
三
昧
耶
句
、

菩
提
行

発
恵
、

成
菩
提
補
關
寂
静
浬
盤
を

い
う
。

14

金
剛
界

で
は

「
頓
悟
三
密
漸
入

一
心

図
」

(
同
、

二

九

七

函
)

に

「
九

会
所
詮

口
密
以
極
位
也

己
上
教
門
」

と
あ
る
よ
う
に

口
密
の
位
置

づ
け

を

い
う
。

(
昭
和

四
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
奨

励
研
究

に
よ
る
成
果
の

一
部
)
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